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社保研究部

社
保
講
習
会
始
ま
る

歯
管・在
宅
医
療
を
解
説

　

協
会
・
社
保
研
究
部
は

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２

０
０
８
年
４
月
版
』
を
テ
キ

ス
ト
に
解
説
す
る
「
全
３
回

シ
リ
ー
ズ　

社
保
講
習
会
」

を
６
月
23
日
か
ら
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

第
１
回
は
１
章
「
初
診
・

再
診
、
医
学
管
理
料
」、
第

２
章
「
在
宅
医
療
」
で
、
小

澤
力
・
副
理
事
長
（
社
保
研

究
部
副
部
長
）
と
平
尾
清
・

社
保
研
究
部
員
が
担
当
し

た
。

　

平
尾
氏
は
、
医
学
管
理
料

算
定
時
の
紙
出
し
が
、
運
動

の
反
映
で
一
部
緩
和
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
歯

管
に
つ
い
て
「
歯
周
疾
患
の

患
者
に
Ｐ
検
査
を
行
わ
ず
に

初
回
の
歯
管
１
３
０
点
を
算

定
し
た
た
め
に
返
戻
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

通
知
上
で
は
検
査
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
注
意
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。
同
氏
は
続
け
て
「
無
歯

顎
患
者
の
歯
管
算
定
に
は
、

Ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
な
ど
の
粘
膜
疾
患

病
名
と
薬
剤
で
の
治
療
が
条

件
に
な
る
」
と
添
え
た
。

　

ま
た
、
初
診
料
へ
の
外
来

環
30
点
の
加
算
に
は
医
療
機

器
の
設
置
に
加
え
て
、
医
療

安
全
院
内
感
染
防
止
に
努
め

て
い
る
旨
の
院
内
掲
示
が
必

要
に
な
る
の
で
、
協
会
の
講

習
会
を
活
用
し
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
述
べ
た
。

　

小
澤
氏
は
訪
問
診
療
料
に

初
・
再
診
料
が
包
括
さ
れ
た

こ
と
を
指
摘
。
新
設
さ
れ
た

在
宅
医
療
の
点
数
に
つ
い

て
、「
在
宅
患
者
連
携
指
導

料
や
退
院
時
共
同
指
導
料
な

ど
の
点
数
は
歯
科
単
独
で
算

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

必
ず
医
師
な
ど
の
他
職
種
と

の
連
携
が
必
要
に
な
る
。
し

か
し
、
介
護
保
険
を
持
っ
て

い
る
人
は
対
象
に
な
ら
な

い
」
と
説
明
し
た
。

　

次
回
は
７
月
26
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
催
。
同
テ
キ
ス
ト
の

３
～
５
章
の
解
説
を
す
る
。

参
加
を
希
望
す
る
先
生
は
事

前
に
協
会
（
℡
06
‐
６
５
６

８
‐
７
７
３
１
）
ま
で
。

08　改　定
アンケート

新
技
術
の
保
険
導
入
不
評

「
点
数
低
い
」「
不
要
」が
多
数

　

08
年
の
歯
科
診
療
報
酬
改

定
は
、
歯
科
界
や
国
民
の
要

望
に
よ
り
、
初
・
再
診
料
の

引
き
上
げ
や
６
つ
の
新
規
技

術
の
保
険
導
入
な
ど
、
一
定

の
運
動
の
反
映
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
新
設
さ
れ
た
技
術

等
に
つ
い
て
、
会
員
の
受
け

止
め
を
調
べ
た
。

　

歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ

Ｐ
Ｔ
）
の
導
入
に
つ
い
て

は
、「
必
要
」と
の
回
答
は
７
・

４
％
に
と
ど
ま
り
、「
不
要
」

と
の
回
答
が
71
・
７
％
と
７

割
を
超
え
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は
、

低
点
数
で
長
期
管
理
を
押
し

付
け
、
治
癒
し
な
か
っ
た
と

き
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
も
予
想

さ
れ
る
な
ど
、
日
常
臨
床
に

沿
っ
た
も
の
と
は
言
い
が
た

く
、
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｔ
Ｒ
、
接
着
ブ
リ
ッ

ジ
、
レ
ー
ザ
ー
、
非
侵
襲
性

歯
髄
覆
罩
の
新
し
い
技
術
等

の
保
険
導
入
で
は
、「
点
数

が
低
い
」
と
の
回
答
が
38
・

０
％
～
45
・
３
％
と
最
も
高

い
。
つ
い
で
「
保
険
導
入
は

不
要
」
と
の
回
答
が
24
・
８

％
～
38
・
０
％
で
続
く

（
表
）。
あ
ま
り
に
も
低
い
点

数
の
た
め
に
会
員
の
受
け
止

め
は
厳
し
い
。「
保
険
導
入

は
不
要
」
と
の
回
答
も
多

く
、再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
次
改
定
で
日
本
歯
科
医

学
会
が
改
定
し
た
「
治
療
指

針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
が

診
療
報
酬
体
系
に
持
ち
込
ま

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
治
療

指
針
を
基
準
と
「
す
べ
き
で

な
い
」
が
44
・
２

％
、「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
が

44
・
６
％
、「
基

準
と
す
べ
き
」
は
９
・
７
％

で
あ
っ
た
。「
治
療
指
針
」

は
、
あ
く
ま
で
日
常
診
療
の

参
考
と
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
医
科
で
は
、
診
療
報
酬

体
系
へ
の
持
ち
込
み
は
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
指
針
に
よ
っ

て
、
い
た
ず
ら
に
歯
科
医
師

の
裁
量
権
を
奪
う
べ
き
で
は

な
い
。

　

衆
議
院
本
会
議
は
６
月
20

日
、
野
党
４
党
が
提
出
し
て

い
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
法
案
を
「
継
続
審
議
」

と
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
後

期
高
齢
者
終
末
期
相
談
支
援

料
に
つ
い
て
も
、
中
医
協
で

一
時
凍
結
さ
れ
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
６
０
０
万
筆
を

超
え
る
署
名
や
、
協
会
・
保

団
連
の
波
状
的
な
国
会
へ
の

要
請
行
動
や
集
会
な
ど
、
国

民
の
声
と
運
動
が
国
会
を
動

か
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

協
会
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
８
回
に
わ
た
り

上
京
し
、
国
会
議
員

要
請
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
反
対
の
集
会
な
ど
の
取
り

組
み
、
他
団
体
と
の
街
頭
宣

伝
、
地
域
で
の
学
習
会
や
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始

時
の
緊
急
電
話
相
談―

―

な

ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
議
員
要
請
で
は
、
①
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止

・
撤
回
②
自
主
共
済
制
度
の

保
険
業
法
か
ら
の
適
用
除
外

③
歯
科
診
療
報
酬
の
改
善―

―

な
ど
を
求
め
て
、
大
阪
選

出
の
国
会
議
員
に
要
請
し

た
。

　

こ
の
間
、
竹
本
直
一
議

員
、
柳
本
卓
治
議
員
（
衆
・

自
民
）、
長
安
豊
議
員
、
平

野
博
文
議
員
（
衆
・
民
主
）、

梅
村
聡
議
員
（
参
・
民

主
）、
吉
井
英
勝
議
員
、
石

井
郁
子
議
員
（
衆
・
共
産
）、

山
下
芳
生
議
員
（
参
・
共

産
）、
辻
元
清
美
議
員
（
衆

・
社
民
）
ら
と
面
談
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
は
、
野
党
だ
け
で
な
く
与

党
議
員
か
ら
も
改
善
す
べ
き

だ
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

竹
本
議
員
は
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
要
請
に
つ
い
て

「
技
術
料
に
関
し
て
は
対
価

を
支
払
う
べ
き
」
と
一
定
の

理
解
を
示
し
、
長
安
議
員
は

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
に
む
け
て
全
力
で
取
り

組
む
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　

署
名
に
つ
い
て
は
、
累
計

で
「
自
主
共
済
の
保
険
業
法

か
ら
の
適
用
除
外
を
求
め
る

請
願
署
名
」
を
６
１
０
３

筆
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
請

願
署
名
」
を
２
５
５
１
筆
、

国
会
に
届
け
て
い
る
（
表
）。

　

６
月
５
日
の
国
会
要
請
で

は
、
寺
嶋
洋
幸
理
事
の
紹
介

で
、
柳
本
卓
治
議
員
（
衆
・

自
民
）
と
長
安
豊
議
員（
衆
・

民
主
）
と
の
面
談
が
実
現
し

た
。
自
民
党
で
交
通
安
全
対

策
特
別
委
員
長
を
務
め
る
柳

本
議
員
に
は
、
訪
問
診
療
の

車
両
を
「
駐
車
禁
止
除
外
車

標
章
」
対
象
に
な
る
よ
う
警

察
庁
・
公
安
委
員
会
へ
働
き

掛
け
、
都
道
府
県
警
察
に
改

善
さ
せ
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

政
府
・
与
党
は
、
後
期
高

齢
者
廃
止
法
案
を
継
続
審
議

と
し
た
も
の
の
、
こ
の
制
度

の
一
部
「
見
直
し
」
で
や
り

過
ご
そ
う
と
し
て
い
る
。
８

月
末
に
も
開
会
が
見
込
ま
れ

て
い
る
臨
時
国
会
で
は
、
協

会
は
同
制
度
の
中
止
・
撤
回

に
む
け
て
、
さ
ら
な
る
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で

歯
周
組
織
再
生
誘
導
手
術

（
Ｇ
Ｔ
Ｒ
）
が
保
険
導
入
さ

れ
た
の
を
う
け
、
協
会
の
堺

・
高
石
・
和
泉
地
区
は
６
月

12
日
、
地
区
講
習
会
「
歯
周

病
の
基
本
治
療
と
Ｇ
Ｔ
Ｒ
」

を
開
い
た
。
講
師
は
、
Ｇ
Ｔ

Ｒ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
中
島
康
氏
（
高
石
市
）

が
務
め
、
歯
科
医
師
ら
41
人

が
参
加
し
た
。

　

中
島
氏
は
Ｇ
Ｔ
Ｒ
な
ど
の

歯
周
外
科
手
術
を
行
う
前

の
、
歯
周
基
本
治
療
の
重
要

性
を
強
調
。「
患
者
へ
の
プ

ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重

要
性
の
伝
え
方
」
と
し
て
、

患
者
と
の
接
し
方
か
ら
歯
周

病
の
説
明
方
法
を
紹
介
し
、

患
者
自
身
に
問
題
点
を
気
づ

い
て
も
ら
う
こ
と
の
重
要
性

を
指
摘
し
た
。

　

後
半
で
は
、
ゴ
ア
テ
ッ
ク

ス
製
の
非
吸
収
性
メ
ン
ブ
レ

ン
を
用
い
た
術
式
を
、
ク
リ

ニ
カ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
説
明
し
た
。
手
術
時
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
い
か
に
メ
ン

ブ
レ
ン
下
部
に
歯
根
膜
再
生

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
か

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
た
。

　

同
氏
は
最
後
に
、「
Ｇ
Ｔ

Ｒ
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ

イ
リ
タ
ー
ン
な
治
療
に
目
を

向
け
る
よ
り
、
プ
ラ
ー
ク
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
着
実
に
行
え

ば
、
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ

タ
ー
ン
が
得
ら
れ
る
」
と
強

調
し
た
。

�

（
阪
南
市
・
土
田
仁
）

上半期の協会の運動

波状的な要請で国会動く
「後期」医療廃止へ取り組み強める

堺・高石・和泉地区

GTRのポイント学ぶ
歯周基本治療が重要

議員別署名受取状況（敬称略）
自主共済
の署名

「後期」医療制度
の署名

柳本卓治（衆・自民） ○ ―
長安　豊（衆・民主） ○ ○
梅村　聡（参・民主） ○ ―
吉井英勝（衆・共産） ○ ○
石井郁子（衆・共産） ○ ―
山下芳生（参・共産） ○ ―
辻元清美（衆・社民） ○ ―

先進技術等の保険点数について
点数が
高い　

点数は
適当　

点数が
低い　

保険導入
は不要　

どちらとも
言えない　

GTR 1.2% 3.1% 38.0% 32.6% 22.1%

接着ブリッジ 0.0% 7.0% 40.3% 27.1% 24.0%

レーザー 0.0% 1.6% 42.6% 38.0% 15.5%

非侵襲性
歯髄覆罩 0.0% 5.0% 45.3% 24.8% 22.5%

歯周安定期治療（ＳＰＴ）の導入について
必要,7.4％

不要,71.7％

無効・無回答,1.6％

どちらとも
言えない,
19.4％

６月５日の要請で柳本議員 　　
（自民＝左から３人目）と面談した
永田悦夫副理事長（右から３人目）
と寺嶋洋幸理事（右から２人目）　


